
Penta-Ocean Construction Co., Ltd. vol.52 Penta-Ocean Construction Co., Ltd. vol.52

22 論文抄録

No.5

表 -1　実験条件（実験縮尺：1/64.8）

1）技術研究所　土木技術開発部
2）東北大学大学院　工学研究科

＊土木学会論文集 B3( 海洋開発 ), Vol.77, No.2, 2021,
 土木学会 , pp.I_109-I_114 掲載

傾斜堤の港内側被覆ブロックの耐津波特性に関する実験的研究

An Experimental Study on Structural Resistiveness Against Tsunami Action of 
Port Side Armor Block of Sloping Breakwater

高橋 研也 1), 田中 仁 2)

Kenya Takahashi 1) and Hitoshi Tanaka 2)

要  旨
　上部工を有する傾斜堤の港内側被覆ブロックの耐津波
特性に着目した水理模型実験および流体解析をおこなっ
た。3 段階に潮位を設定し、 津波が堤体を越流および浸透
する通常の実験ケースに加えて、 越流のみを発生させた
ケースおよび浸透流のみを発生させたケースも実施した。
　その結果、 潮位が高い場合は水面近傍の被覆ブロックが
わずかに被災するのみであったが、 潮位が低い場合は被災
位置が下側にずれるとともにその程度も大きくなった。 ま
た、 浸透流を作用させない場合は被災時の越流水深が深く
なった。越流量と浸透流量の和がブロックの安定性に寄
与していること、 ブロック底面で動水圧の上昇が、 表面で
落水に伴う負圧が発生し、 浸透力と法先方向流速が大きく
なると被災すること、 潮位や落水位置が負圧や高流速の発
生に影響を及ぼすことが分かった。

図 -2　港内側被覆ブロックの実験後の状況
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図 -3　ケーソン吊荷における単一方向不規則波中の
Surge スペクトル密度   　　　　　　

1）技術研究所　土木技術開発部 ＊土木学会論文集 B3( 海洋開発 ), Vol.77, No.2, 2021,
 土木学会 , pp.I_637-I_642 掲載

写真 -2　実験状況（円柱吊荷気中時）

写真 -1　スパー型浮体式洋上風車の施工

水理模型実験を用いた気中および没水吊荷の動揺特性

Study on Motion Characteristics of Aerial and Semi-Submerged Suspended 
Loads Using Hydraulic Experiment

小林 拓磨 1), 髙橋 研也 1), 西畑 剛 1)

Takuma Kobayashi 1), Kenya Takahashi 1) and Takeshi Nishihata 1)

要  旨
　気中もしくは没水状態の矩形ケーソンおよび円柱ス
パー型洋上風車を起重機船で揚重施工する際、 波浪によっ
て生じる船および吊荷の動揺特性を把握するための水理
模型実験を実施した。吊荷気中時では、特定の波周期に
対して吊荷の並進運動が大きくなる共振が見られ、 施工が
危険となる波浪条件を確認できた異なる 2 つの波向に対
する動揺量の比較からは、 斜め方向の入射波によって横方
向の動揺量が誘起される現象を確認し、 施工中の波向急変
に伴う動揺特性の変化を評価した。 円柱吊荷没水時におい
ては、 吊荷の Yaw が卓越するなど激しい動揺が観測され、 
洋上風車本体とスパー型浮体の連結施工時、 急激な動揺量
増大リスクのあることが示唆された。 また、 多方向不規則
波実験では単一方向不規則波よりも横方向の動揺量が大
きくなることが確認された。

目
　次

ご
あ
い
さ
つ

特
　集

論
文
抄
録

論
文
実
績
一
覧


